
SS
エス

DD
ディー

GG
ジ ー

ss
ズ

の17のゴールの17のゴール

6 安
あん

全
ぜん

な水
みず

とトイレを世
せ

界
かい

中
じゅう

に

8 働
はたら

きがいも経
けい

済
ざい

成
せい

長
ちょう

も 9 産
さん

業
ぎょう

と技
ぎ

術
じゅつ

革
かく

新
しん

の基
き

盤
ばん

をつくろう

11 住
す

み続
つづ

けられるまちづくりを 12 つくる責
せき

任
にん

つかう責
せき

任
にん

14 海
うみ

の豊
ゆた

かさを守
まも

ろう 15 陸
りく

の豊
ゆた

かさも守
まも

ろう

17 パートナーシップで目
もく

標
ひょう

を達
たっ

成
せい

しよう

S
エス
D
ディー
G
ジー
s
ズ
は「持

じ
続
ぞく
可
か
能
のう
な開

かい
発
はつ
目
もく
標
ひょう
」のことで、持

じ
続
ぞく
可
か
能
のう
な社

しゃ
会
かい
を実

じつ
現
げん
するための目

もく
標
ひょう
です。「誰

だれ
一
ひと り
人取

と
り残

のこ
さない」を合

あい
言
こと
葉
ば
にして、貧

ひん
困
こん
や不

ふ
平
びょう
等
どう
、

環
かん
境
きょう
破
は
壊
かい
や地

ち
球
きゅう
温
おん
暖
だん
化
か
など、世

せ
界
かい
中
じゅう
のさまざまな課

か
題
だい
を 2030年

ねん
までに解

かい
決
けつ
することを目

め
指
ざ
しています。

S
エス
は S

サ
us
ス
t
テ
ain

ナ
ab
ブ
l
ル
e（持

じ
続
ぞく
可
か
能
のう
な）、 D

ディー
は D

デ ィ
ev
べ
el
ロッ
op
プ
m
メ
en
ン
t
ト
（開

かい
発
はつ
）、G

ジー
s
ズ
は G

ゴー
oal

ル
s
ズ
（目

もく
標
ひょう
）を示

しめ
します。「持

じ
続
ぞく
可
か
能
のう
な」とはずっと続

つづ
けられるという

意
い
味
み
で、豊

ゆた
かな生

せい
活
かつ
を送

おく
っている人

ひと
々
びと
が、将

しょう
来
らい
もそのような生

せい
活
かつ
を続

つづ
けられることです。「開

かい
発
はつ
」とは、飢

う
えや貧

ひん
困
こん
などに苦

くる
しんでいる人

ひと
々
びと
が、

豊
ゆた
かな生

せい
活
かつ
を送

おく
れるようになることです。

地
ち
球
きゅう
上
じょう
に暮

く
らすすべての人

ひと
々
びと
が豊

ゆた
かな生

せい
活
かつ
を送

おく
るためには、世

せ
界
かい
中
じゅう
の国

くに
々
ぐに
が協

きょう
力
りょく
し合

あ
い、さまざまな立

たち
場
ば
の人

ひと
々
びと
が具

ぐ
体
たい
的
てき
に行

こう
動
どう
することが必

ひつ
要
よう

です。17のゴールをくわしく見
み
て、世

せ
界
かい
を変

か
えるためにはどのような行

こう
動
どう
ができるか、考

かんが
えてみましょう。

1 貧
ひん

困
こん

をなくそう
あらゆる場

ば
所
しょ
の

あらゆる形
けい
態
たい
の

貧
ひん
困
こん
を終

お
わらせる。

4 質
しつ

の高
たか

い教
きょう

育
いく

をみんなに
すべての人

ひと
が受

う
けられる

公
こう
正
せい
で質

しつ
の高

たか
い教

きょう
育
いく
の

完
かん
全
ぜん
普
ふ
及
きゅう
を達

たっ
成
せい
し、

生
しょう
涯
がい
にわたって

学
がく
習
しゅう
できる機

き
会
かい
を増

ふ
やす。

7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに
すべての人

ひと
が、

安
やす
くて安

あん
定
てい
した持

じ
続
ぞく
可
か
能
のう
な

近
きん
代
だい
的
てき
エネルギーを

利
り
用
よう
できるようにする。

10 人
ひと

や国
くに

の不
ふ

平
びょう

等
どう

をなくそう
国
こく
内
ない
および国

こっ
家
か
間
かん
の

不
ふ
平
びょう
等
どう
を見

み
直
なお
す。

13 気
き

候
こう

変
へん

動
どう

に具
ぐ

体
たい

的
てき

な対
たい

策
さく

を
気
き
候
こう
変
へん
動
どう
およびその影

えい
響
きょう
を

軽
けい
減
げん
するための

緊
きん
急
きゅう
対
たい
策
さく
を講

こう
じる。

16 平
へい

和
わ

と公
こう

正
せい

をすべての人
ひと

に
持
じ
続
ぞく
可
か
能
のう
な開

かい
発
はつ
のための

平
へい
和
わ
的
てき
で誰

だれ
も置

お
き去

ざ
りに

しない社
しゃ
会
かい
を促

そく
進
しん
し、

すべての人
ひと
が法

ほう
や制

せい
度
ど
で

守
まも
られる社

しゃ
会
かい
を構

こう
築
ちく
する。

2 飢
き

餓
が

をゼロに
飢
き
餓
が
を終

お
わらせ、

すべての人
ひと
が 1

いち
年
ねん
を通

とお
して

栄
えい
養
よう
のある十

じゅう
分
ぶん
な食

しょく
料
りょう
を

確
かく
保
ほ
できるようにし、

持
じ
続
ぞく
可
か
能
のう
な農

のう
業
ぎょう
を促

そく
進
しん
する。

3 すべての人
ひと

に健
けん

康
こう

と福
ふく

祉
し

を
あらゆる年

ねん
齢
れい
の

すべての人
ひと
々
びと
の

健
けん
康
こう
的
てき
な生

せい
活
かつ
を確

かく
保
ほ
し、

福
ふく
祉
し
を促

そく
進
しん
する。

5 ジェンダー平
びょう

等
どう

を実
じつ

現
げん

しよう
男
だん
女
じょ
平
びょう
等
どう
を達

たっ
成
せい
し、

すべての女
じょ
性
せい
および女

じょ
児
じ
の

能
のう
力
りょく
の可

か
能
のう
性
せい
を伸

の
ばす。

すべての人
ひと
が安

あん
全
ぜん
な水

みず
と

トイレを利
り
用
よう
できるよう

衛
えい
生
せい
環
かん
境
きょう
を改

かい
善
ぜん
し、

ずっと管
かん
理
り
していける

ようにする。

目
もく
標
ひょう
の達

たっ
成
せい
のために必

ひつ
要
よう
な

手
しゅ
段
だん
を強

きょう
化
か
し、

持
じ
続
ぞく
可
か
能
のう
な開

かい
発
はつ
に向

む
けて

世
せ
界
かい
のみんなで協

きょう
力
りょく
する。

持
じ
続
ぞく
可
か
能
のう
な開

かい
発
はつ
のために

海
かい
洋
よう
資
し
源
げん
を保

ほ
全
ぜん
し、

持
じ
続
ぞく
可
か
能
のう
な形

かたち
で利

り
用
よう
する。

陸
りく
上
じょう
の生

せい
態
たい
系
けい
や森

しん
林
りん
の保

ほ
護
ご
・

回
かい
復
ふく
と持

じ
続
ぞく
可
か
能
のう
な利

り
用
よう
を推

すい
進
しん

し、砂
さ
漠
ばく
化
か
と土

と
地
ち
の劣

れっ
化
か
に

対
たい
処
しょ
し、生

せい
物
ぶつ
多
た
様
よう
性
せい
の損

そん
失
しつ
を

阻
そ
止
し
する。

誰
だれ
も取

と
り残

のこ
さないで持

じ
続
ぞく
可
か
能
のう

な経
けい
済
ざい
成
せい
長
ちょう
を促

そく
進
しん
し、すべて

の人
ひと
が生

せい
産
さん
的
てき
で働

はたら
きがいの

ある人
にん
間
げん
らしい仕

し
事
ごと
に就

つ
く

ことができるようにする。

災
さい
害
がい
に強

つよ
いインフラを

つくり、持
じ
続
ぞく
可
か
能
のう
な形

かたち
で

産
さん
業
ぎょう
を発

はっ
展
てん
させ

技
ぎ
術
じゅつ
革
かく
新
しん
を推

すい
進
しん
する。

安
あん
全
ぜん
で災

さい
害
がい
に強

つよ
く、

持
じ
続
ぞく
可
か
能
のう
な都

と
市
し
および

居
きょ
住
じゅう
環
かん
境
きょう
を実

じつ
現
げん
する。

持
じ
続
ぞく
可
か
能
のう
な方

ほう
法
ほう
で生

せい
産
さん
し、

消
しょう
費
ひ
する取

と
り組

く
みを進

すす
める。
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